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IRデータをマネジメントに活かすためには
何が重要か

〜 ⾼等教育 や ビジネス を取り巻く環境から
組織⽂化 を考える 〜

⽇本の⼤学が⽣き残るためのITデータ利活⽤〜⼤学経営に情報を活⽤する〜



公 的

⾃主的

設置認可・届出制度
⾃⼰点検・評価
国⽴⼤学法⼈評価
第三者評価(機関別認証評価)

・
・

内部質保証体制の確⽴ → PD“C”A
明確な達成⽬標の設定 → 達成度評価でのエビデンス・データ
インターネットを通じた情報公開 → FactBook整備
⾃⼰点検・評価での⼤学連携(相互評価) → ベンチマーク調査

「学⼠課程教育の構築に向けて」(答申)
平成20年12⽉24⽇中央教育審議会

第４章 公的及び⾃主的な質保証の仕組みの強化

「学⼠課程教育の構築に向けて」(答申)
平成20年12⽉24⽇中央教育審議会

第４章 公的及び⾃主的な質保証の仕組みの強化

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜

定性的な評価からエビデンス・データ重視へ

各⼤学での機関調査の必要性の増⼤



平成28年度⼤学教育再⽣戦略推進費
⼤学教育再⽣加速プログラム（AP）「⾼⼤接続改⾰推進事業」審査要項
−テーマⅤ卒業時における質保証の取組の強化−【抜粋】

「１．これまでの教育改⾰の取組と今後の⽅針」
（２）申請の基礎となる教育改⾰の取組状況
・・・また，ⅰ）〜ⅴ）の実施状況は，⽂章のみならず数値を⽤いて説明を⾏ってください。
・・・なお，「平成27 年度まで」「平成28 年度以降」の欄には，両者を対⽐させる形で数値による実績や⽬標値を・・・

「２．達成⽬標と事業計画の具体的な内容」
②卒業段階でどれだけの⼒を⾝に付けたのかを客観的に評価する仕組みの構築
●学⽣の学修成果を客観的に評価するための基準や⽅針を定め，全教職員で認識を共有した上での適切な運⽤の実施。また，
学⽣の学修成果の評価を踏まえた教職員の組織的な教育活動の改善の実施。《学修成果の評価指針と教育改善》
●各授業科⽬の成績評価基準を明確化し，全教員が共有することによる，厳正な進級・卒業認定の実施。《成績評価の明確
化と厳正な進級・卒業認定》
③学⽣の学修成果をより⽬に⾒える形で社会に提⽰するための⼿法の開発
●卒業時の学修成果の客観的提⽰⽅法の開発。《学修成果の客観的提⽰》
【必須指標】
・学⽣の成績評価［GPA 等，成績の伸⻑が測れるもの］
・学⽣の授業外学修時間［時間数（１週間当たり（時間）。測定⽅法も記⼊）］
・進路決定の割合［％（（就職決定者数＋進学者数）／卒業者数）］※１
・事業計画に参画する教員の割合［％（参画教員数／在籍教員数）］※２
・質保証に関するFD・SD の参加率［％（参加教職員数／在籍教職員数）］※２
・卒業⽣追跡調査の実施率［％（調査回答者数／卒業者数）］※３
※１当該年度の全卒業者数を⺟数としてください。
※２常勤の在籍全教員，在籍全教職員を⺟数としてください。
※３調査の対象とする単年度⼜は複数年度における全卒業者数を⺟数として・・・
●卒業後の進路先において学修成果がどのように⽣かされ，どのように評価されているかの把握・分析と，その後の⼤学教
育の改善への活⽤⼿法の開発。《卒業⽣調査の実施と⼤学教育の改善》

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



平成 29年度私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業（調査票）
タイプ１「建学の精神を⽣かした⼤学教育の質向上」（95点満点）
１．基本的事項に係る評価
（１）全学的な教学マネジメント体制の構築
③ ⼤学等内にＩＲを担当する部署を設置し、専任教員⼜は専任職員を配置していますか。
１専⾨の担当部署を設置し、専従する専任教員⼜は専任職員を配置している。５点
２担当部署を設置し、専任教員⼜は専任職員を配置している。４点
３担当部署を設置しているが、専任教員⼜は専任職員を配置していない。
⼜は担当部署は設置していないが、委員会⽅式の組織を設置している。３点

４上記のいずれにも該当しない。０点

5点/95点満点(5.3％の重み)
選定ライン79点(6.3％の重み)
選定342校/665校中(選定率51.4％)

5点なくなれば、さらに、
60校が加わるレンジに落ちる。

⽂部科学省HP「私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業」より
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shinkou/07021403/002/002/1340519.htm

平成30年度当該事業における
IR関連の位置づけ・・・・
平成30年度当該事業における
IR関連の位置づけ・・・・

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



平成30年度私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業（調査票）

タイプ１「教育の質的転換」
１．経営組織の活性化
② 教学マネジメント体制の構築とIR情報の利⽤の教育課程の適切性の検証
・IR情報を活⽤して教育課程の適切性について検証しているか
・学修時間や学修実態成績や学修⾏動調査などのアセスメント関連や資格取得実績や就職等

※ 教育課程編成について、様々な量的データをもとに、
カリキュラムが適切であるかを組織的な検証を⾏うことが必要

③ IR機能の整備と機能強化
・IRの企画や実施⽅法等に関する⾼等教育プログラムを履修した者を
担当教職員に配置していること

IRだけではなく、「⾼等教育のマネジメント」や「調査・統計・分析等」に関するもの
IRに関する研修を定期的に受けている

・IR情報の公表
⑤ 卒業時のアンケート調査

※ 内容、回収率（回収率が50％以上・80％以上）、実施率を問われる
⑥ 卒業⽣のキャリアの状況等の調査

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



『⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（平成30年度改訂版）』

18 学⽣の確保の⾒通し等を記載した書類
(1) 学⽣の確保の⾒通し及び申請者としての取組状況

＜学⽣の確保の⾒通しの客観的根拠となるデータの例＞
・受験対象者等へのアンケート調査
・公的機関等による地域の⼈⼝動態調査等の各種統計調査
・当該分野の⼊学志願動向
・同分野を有する近隣⼤学への志願動向調査
・（収容定員を変更する場合）収容定員を変更する学部等の⼊学志願状況等

【参考：学⽣の確保の⾒通しに関する審査の主な観点】
③重層的な調査（確認）がなされているか。
（対応例：受験対象者等へのアンケート調査，競合校の状況（全国的な状況，
近隣の状況），学校基本調査，志願動向調査等に基づく⾃⼰分析の実施，
オープンキャンパスの来場者数）

※ 競合校の状況をデータとして⽤いる場合は，競合校として挙げた⼤学等の
競合校としての妥当性も審査の観点となりますので留意してください。

TAISHO UNIV.

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



第3期認証評価へ
第1期︓平成16年度〜平成22年度
・⾃⼰点検・評価の実質化を⽬指す評価

第2期︓平成23年度〜平成29年度
・内部質保証システムの構築を⽬指す評価

第3期︓平成30年度〜
・内部質保証システムの有効性に着⽬する評価

⼤学基準協会「平成29年度⼤学評価実務説明会配布資料」よりTAISHO UNIV.

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



⼤学基準協会「平成29年度⼤学評価実務説明会配布資料」より

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



独⽴⾏政法⼈⼤学改⾰⽀援・学位授与機構
『⼤学機関別認証評価 ⼤学評価基準（案）』より

独⽴⾏政法⼈⼤学改⾰⽀援・学位授与機構
『⼤学機関別認証評価 ⼤学評価基準』より

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



伊藤敏弘「⽇本⾼等教育評価機構の評価基準の考え⽅と変更ポイン
ト」 （リクルート『カレッジマネジメント』204」）より

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



・ 内部質保証は、「3つのポリシー」「全学的な教学マネジメント」
「改⾰サイクル」「学修成果」と強い結びつき

・ 内部質保証は、内部質保証と学修成果が結び付くよう
そのシステム作りが⾏われなければならない

・ 全学的教学マネジメントのもとで、3つのポリシーを起点にして
改⾰サイクルを稼動させ、⼤学教育の実質化と
学⽣の学びの成⻑を図っていくことが、内部質保証の重要なプロセス

⼯藤潤「⼤学基準協会による第3期認証評価
ー⼀層重視される内部質保証ー」
（『IDE現代の⾼等教育』NO.595）より

内部質保証内部質保証

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



a) ⾃⽴的な仕掛として構築・運⽤される
b) 相互に整合性のとれた「3つのポリシー」に対応した教育上の営為の展開に

資するものとして組織・運⽤される
c) 「学習者」が教育／学修（習）のプロセスを経て、学位授与⽅針に整合する

資質・能⼒を⾝につけているかどうかを検証するシステムが基軸になっている
d) 「c)」に⽰した検証結果に基づく教育活動の「強み」や「改⾰課題」を、

改⾰・改善に連結できるPDCAの循環サイクルが内包されている

早⽥幸政「第3期認証評価の展望」
（『IDE現代の⾼等教育』NO.595）より

今、認証評価に求められているのは、「3つのポリシー」なかんずく「学習成果
（ラーニング･アウトカム）」の具体的な達成度を直接的に測定・評価することを
通じ⼤学の質保証を⼗全に⾏う仕組みがどう機能しているのかを検証することで
ある。（中略）現に、直接⼿法に基づく学習成果の測定・評価を忌避し、既存
の学⽣満⾜度や卒業⽣アンケートの「看板の掛替えを⾏い（後略）

内部質保証の構成要素内部質保証の構成要素

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



千代勝美「基盤⼒テストの概要と実施状況」
2017年9⽉21⽇⼭形⼤学主催

APシンポジウム「直接評価の第⼀歩 基盤⼒テス
トの実施と活⽤に向けた取組」

直接指標重視の事例直接指標重視の事例

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



⾦⼦元久「「可視化」のコンテクスト」
（『IDE現代の⾼等教育』NO.590）より学習成果の可視化学習成果の可視化

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



松下佳代「学習成果とその可視化」
（『IDE現代の⾼等教育』NO.590）より学習成果の可視化学習成果の可視化

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜



・内部質保証
⾃⼰点検評価でのエビデンスやデータの重視

・学習成果の可視化
直接評価への⼤きな期待
間接評価での数値主義の拡⼤

⾼等教育環境〜IRへの追い⾵〜

・データが、教育改善や⼤学経営をドライブする
・IR部署には、特殊技術を持つ専⾨家が必要
・IRでのIT投資が、今後の⼤学の在り⽅の明暗を分ける

IRがマイノリティだった時代 から IRへの⼤きな期待IRがマイノリティだった時代 から IRへの⼤きな期待

IRへの過剰なまでの期待IRへの過剰なまでの期待

IR担当者が、⾃らの仕事をコントロール出来ないリスク



IRを問い直す

柳浦猛「アメリカの Institutional Research︓
IRとはなにか︖」

『国⽴⼤学財務・経営センター研究. 報告』第11号

Association for Institutional Researchの定義
“（組織としての）⼤学の理解、戦略、運営の改善につながる研究”

Volkwein, Fの述べる役割
• 情報に関する責任者としての IR（”IR as Information Authority”）
• 政策分析者としての IR（”IR as Policy Analyst”）
• スピンドクターとしての IR（”IR as Spin Doctor”）
• 研究者としての IR（”IR as Scholar and Researcher”）

IRの定義IRの定義



⾦⼦元久「IRを育てる」
（『IDE現代の⾼等教育』NO.586）よりIRの役割IRの役割

IRを問い直す



「分析・レポート」「アセスメント」
「政策⽴案」(PDCAの「P」も担当する場合もある)

Reporting &
Research

Institutional 
Planning

Institutional 
Effectiveness

「⽶国におけるIRの現状と
⽇本における展望」（柳浦猛）

2012年9⽉29⽇⼭形⼤学主催
第2回EMIR勉強会講演資料より

VPがいる場合、
Planning まで

含まれることが⼀般的

VPがいる場合、
Planning まで

含まれることが⼀般的

3つの機能3つの機能

IRの機能IRの機能

IRを問い直す



１９６０ １９７０ １９８０ １９９０ ２０００ ２０１０

Accountability

Technology

増⼤するアカウンタビリティ
の要求に対応するスタッフ
としてIRが多くの⼤学に置
かれるようになる。

Graduation Rateの導⼊。
Learning Outcomeをはじめと
するOutcome に関するアカウン
タビリティ要素の多様化。⼤学ラ
ンキングの登場。

⼤学の計画的
拡⼤のためにIR
スタッフが置かれ
始める。

各⼤学がデータベースの整理・統合
を⾏う。

紙ベースからコンピュー
タベースの情報管理
へ移⾏。

データウェアハウス、ERPが流⾏。

Analytic機能の
強化。

柳浦猛「⽶国におけるIRの現状と⽇本における展望」
2012年9⽉29⽇⼭形⼤学主催第2回EMIR勉強会講演資料より

⽶国におけるIRの変遷⽶国におけるIRの変遷

IRを問い直す



公 的

⾃主的

設置認可・届出制度
第三者評価(機関別認証評価)
国⽴⼤学法⼈評価
⾃⼰点検・評価

各⼤学が必要に応じて実施する調査研究

企業会計 財務会計的指標

企業会計 管理会計的指標

2種類の
IR

2種類の
IR

公開が前提
=アカウンタビリティーのためのデータ

公開/⾮公開は問わない
=“価値創造と最⼤化”のためのデータ

IRを問い直す



松下佳代「学⽣の能⼒を評価・育成する⽅法としてのパフォーマンス評価」
2018年8⽉23⽇第8回⼤学コンソーシアム⼋王⼦FD・SDフォーラム講演資料より

誰のための可視化か︖

何のための可視化か︖
【ゴールは何か︖】

IRを問い直す



アカウンタビリティーが⽬的であれば、
誰に対するものなのかが、最重要である。

IRを問い直す



1976年
『Boston College

Bridge Magazine』

1976年
『Boston College

Bridge Magazine』

EMIRの考え⽅



EMの定義EMの定義

科学的マーケティング⼿法による⼤学マネジメント・サイクル科学的マーケティング⼿法による⼤学マネジメント・サイクル

EMは、⼤学調査などによって⽀えられ、
戦略的なプランニングによって組織され、
学⽣の⼤学選択、⼤学⼊学、
在学中の教育サービス、休学・退学の阻⽌、
（卒業後も含めた）学⽣の将来などに関わる⽀援諸活動を
総合的にマネジメントすること。

EMIRの考え⽅

IR︕



⼊

学

⼊

学
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履

修

履

修

学
⽣
⽣
活

学
⽣
⽣
活

就
職
活
動

就
職
活
動

⼀⼈の学⽣がＡ⼤学に⼊学したら、充分
彼が学費と、期待に⾒合った学⽣⽣活を送
れるかどうかという視点で、学⽣を⽀援すること、
つまり縦型に組織されている事務組織を横断
的に管理するということがEMの根本である。

Dr. Daniel Sarancino ”Enrollment Management” より作図されたもの

EMの概念図EMの概念図

EMIRの考え⽅



アメリカ・マーケティング協会(AMA)
「マーケティングとは、組織とステークホルダー（利害関係者）にとって有益となるように、顧
客にたいして価値を創造・伝達・提供し、顧客との関係性を管理したりするために⾏われる
組織的な活動とその⼀連の過程である」
フィリップ・コトラー/Philip Kotler
「マーケティングとは、個⼈や集団が、製品および価値の創造と交換を通じて、
そのニーズや欲求を満たす社会的・管理的プロセスである」

ピーター・ドラッガー
「マーケティングの究極の⽬標は、セリング（売り
込み）を不要にすることである」

Marketingの定義

EMは、学⽣価値創造、学⽣価値最⼤化のための
組織⼀体となったダイナミックな活動

EMは、学⽣価値創造、学⽣価値最⼤化のための
組織⼀体となったダイナミックな活動

「教育の質の保証」・・・ともすれば、⼤学側視点「教育の質の保証」・・・ともすれば、⼤学側視点
「学⽣価値創造とその最⼤化」・・・あくまで学⽣側視点「学⽣価値創造とその最⼤化」・・・あくまで学⽣側視点

EMIRの考え⽅



EMは、学⽣価値創造、学⽣価値最⼤化のための
組織⼀体となったダイナミックな活動

EMは、学⽣価値創造、学⽣価値最⼤化のための
組織⼀体となったダイナミックな活動

学⽣のフロントライン、ステークホルダーのフロントライン
アドミッション（プロモーション、⼊試実施）
学⽣サービス（窓⼝業務）
同窓会サービス

スタッフ（アドミニストレーター）スタッフ（アドミニストレーター）

バックヤード
⼈事にマーケティングマインドは必要か︖ ⾔うまでもない
総務にマーケティングマインドは必要か︖ ⾔うまでもない
財務にマーケティングマインドは必要か︖ ⾔うまでもない
契約にマーケティングマインドは必要か︖ ⾔うまでもない
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・etc

この会議に、学⽣、保護者が参加していたら、
今の結論になったのか︖を常に考え続ける

この会議に、学⽣、保護者が参加していたら、
今の結論になったのか︖を常に考え続ける

EMIRの考え⽅



学⽣の「ため」に考えるのではなく、
学⽣の「⽴場になって」考える姿勢を貫く

学⽣の「ため」に考えるのではなく、
学⽣の「⽴場になって」考える姿勢を貫く

そのためには、分析的な視点で学⽣を捉えるそのためには、分析的な視点で学⽣を捉える

そのためには、会議で学⽣のニーズを決めないそのためには、会議で学⽣のニーズを決めない

そのためには、学⽣をわかったつもりで議論しないそのためには、学⽣をわかったつもりで議論しない

そのためには、学⽣を知ることを決してあきらめないそのためには、学⽣を知ることを決してあきらめない

ただし、教育機関としての“思い⼊れ”、教職員の“経験”は同時に重要
私たちの⼤学の存在価値・意義等はデータのみで図れない（データでCを実現）

ただし、教育機関としての“思い⼊れ”、教職員の“経験”は同時に重要
私たちの⼤学の存在価値・意義等はデータのみで図れない（データでCを実現）

個⼈的な考えや憶測をベースに主張し合うのではなく

データやFACTも重視し、議論する組織⽂化を醸成する

個⼈的な考えや憶測をベースに主張し合うのではなく

データやFACTも重視し、議論する組織⽂化を醸成する

EMIRの考え⽅



マーケティングの要諦マーケティングの要諦

S（セグメンテーション）
T（ターゲティング）
P（ポジショニング）

マーケット調査
⾃分の⼤学に興味を持った層のプロファイル
志願、受験、合格、⼊学者 それぞれのプロファイル
在学時の満⾜度
満⾜度等でセグメントしたグループのプロファイル

休・退学者のプロファイル
卒業時の満⾜度
卒業後の満⾜度
卒業後ニーズの存在

科学的分析結果科学的分析結果

S T PS T P

アンケート調査だけではなく、
インタビューも極めて重要!!

EMIRの考え⽅



⼤学
マネジメントの

課題

限られた経営資源

各部局の⾃治による部分最適

⼀定以上の規模や
固有の組織⽂化によっては
トップダウンの効⼒は薄い

⼤学のもつ独特の合意形成⽂化

✔ 迅速な意思決定 ✔ 全学的な⽅向性
✔ プライオリティを定めた戦略策定

✔ 組織⼀体となったダイナミックな活動
✔ PDCAサイクルによる継続したブラッシュアップ

現在の⼤学に必要とされるマネジメント･スタイル

EMIRの考え⽅



効率化・合理化モデルではなく
時間のかかるマネジメント⼿法
効率化・合理化モデルではなく
時間のかかるマネジメント⼿法

膨⼤なコミュニケーションのトラフィック

ボトムアップ ≑ 学⽣インターフェイス重視

データ基盤やICT基盤の活⽤が重要（IRの必要性と有効性）

EMは、合意形成重視の⾮営利組織に必要なマネジメント・スタイル

部署間のコミュニケーションの拡⼤

n(n-1)
2

学⽣の成⻑

ビジョン・価値の共有

EMIRの考え⽅



重要なことは意思決定に寄与するかどうか

IR＝意思決定の⽀援

データ分析結果は、未来を⾒通し改善策まで提案しない

「共通⾔語(データ)」は
⼈を会話(議論)に誘う

意思決定までの議論の活性化

コミュニケーションの促進

関与する関係者の「⾔える化」

良質なデータが、良質な議論を促進し、
向かうべき⽅向や改善策のベクトルが重なり始める

EMIRの考え⽅



データを「共通⾔語」とした議論 データにモチベーションを喚起される議論

EMIRの役割︓
各学部・部署の現場実務家の⾏動に資する「情報」「機会」の提供

⼤学の本質「学⽣価値創造とその最⼤化」に向かう
ビジョン・価値の共有、改善の集合知を創出するIRへ

ビジョン・価値の共有

EMIRの考え⽅



財務会計指標としては直接指標が重要
【アカウンタビリティー】 統⼀的な指標と⽐較可能な数値
特に、⼤学・学部・学科の⽬的と合致した学⽣
・知識・技術・コンピテンシーの向上 等々・・・

管理会計指標としては間接指標も重要
【学⽣価値の創造と最⼤化】 (独⾃)指標と(数値化困難な)価値
特に、⼤学・学部・学科の⽬的とアンマッチ、もしくは、

学ぶ意欲が低い学⽣
・⼤学4年間で意識の何が変化したのか
・⼤学4年間でのコンピテンシーの変化
・⼤学4年間⽣活は充実していたのか/満⾜できるものであったのか
・⼤学4年間で何かが⾒つかったのか 等々・・・

EMIRの考え⽅



各⼤学が、独⾃に、評価システムの構築や
教育の質保証の可能性を追求することが/も最重要

⼤学側(提供側)の価値だけを
追求するシステムや質保証ではないこと
「受益者である学⽣を含む全てのステークホルダーが参加する
『共同参画型評価』へ漸次昇華させていくことを期待したい」（早⽥）

⾼・⼤・社(地域)⼀体となった学⽣の成⻑への関与/評価
関与する全てのステークホルダーにとっての価値の追求

学⽣・卒業⽣・保護者・企業・教職員・⾏政・地域社会・・・

EMIRの考え⽅



IRの本質

PDCAの｢C｣PDCAの｢C｣

【ポイント】
（1）何のためのPDCAか（本質的な⽬的）
（2）「C」に求められるもの
（3）イノベーションとIRの未来

TAISHO UNIV.

意思決定の⽀援意思決定の⽀援
IRの本質的な役割IRの本質的な役割



（1）何のためのPDCAか（本質的な⽬的）
① ｢建学の精神｣や｢教育理念｣の具現化

3つのポリシー（学校基本法施⾏規則の改正）

② ⼤学の責務｢教育｣｢研究｣｢社会貢献｣
第3の使命「社会貢献」
（平成17年中教審答申「我が国の⾼等教育の将来像」）

⼤局的には、これにつながるPDCAサイクル

IRは、｢C｣を機能させ「A」につなげるためのもの

IRの本質



（2）「C」に求められるもの
① 不変の「建学の精神」

教育理念は不変か︖
② 時代や環境により適合（変化）

• 教育の指針・・・AP・DP・CP(3つのポリシー)
• 教育の⼿法・・・AL、PBL、反転授業(eLearning)、

タブレット、クリッカー、
電⼦⿊板等教育機器等のデジタル化
⇒ 実は、「⼈材育成⽅針」にも関わる

【卒業後の社会が先に急速なデジタル化の波】
• 研究テーマ・・・不変のテーマと現代的な課題解決

基礎研究と応⽤研究
⇒ 研究のパフォーマンスをいかに評価するのか

IRの本質



（2）「C」に求められるもの
② 時代や環境により適合（変化）

• 教育・研究による社会貢献が本丸
教育の質保証と⼈材育成像〜英語・ICT・ファイナンス〜
RPA(Robotic Process Automation)とAIによる業務⾃動化
いかに持続的あるいは破壊的“イノベーション”⼈材を育成するのか
いかに“知識労働者”と“サービス労働者”の⽣産性を上げるのか
（製造業、農業、鉱業、建設業、輸送業等は120年間で45倍。ただし、従事者は全体の50％⇒20％へ）

• (⼀般的な)社会貢献の内容の変化
企業モデルメセナ(外形) → CSR(本質)へ

事例︓震災復興⽀援の表現の変化

• 情報発信の内容
PRから、アカウンタビリティーへ

すなわち、社会との本質的な関係性や「信⽤」の創造

IRの本質



（3）イノベーションとIRの未来像
技術⾰新
① HRテクノロジー
② EｄTech

ラーニングアナリティクス
教学IR・・・教学ビッグデータへの活⽤
パーソナライズされた教育提案

③ Fintech
④ ブロックチェーン

【3⼤特⾊】落ちない・書き換えられない・特定の管理者に依存しない
プロダクト・ライフ・サイクルの追跡
利⽤者権限管理・・・必要に応じて付与される閲覧権限

IRの本質



（3）イノベーションとIRの未来像
組織
① ⼈材

データサイエンティストの育成
機械学習＞＞＞深層学習＞＞＞強化学習

② 特別専⾨管理職 CIO＞＞CAO＞＞CDO
デジタルトランスフォーメーションの牽引者
“企業がテクノロジーを利⽤して
事業の業績や対象範囲を根底から変化させる“

IRの本質



（3）イノベーションとIRの未来像
法令
① 改正個⼈情報保護法

「匿名加⼯⽅法」「要配慮個⼈情報」
② GDPR 〜世界的な潮流〜

哲学︓サイバー上の⾏動だけで個⼈をプロファイルしない
サイバー上の⼈格だけが個⼈の⼈格ではない

③ データ取引市場
「情報銀⾏」「パーソナルデータストア」

IRの本質

IRが何をどこまでやってよいのか、新技術を受け⼊れるための
“覚悟”や“基礎的な要件”を議論すべき時代



おわりに

Change before you have to.
- Jack Welch -

変⾰せよ。変⾰を迫られる前に。 ジャック・ウェルチ

There is more to life than increasing its speed.
- Mahatma Gandhi -

速度を上げるばかりが、⼈⽣ではない。
ガンジー


